
５　同和問題

（１）現状と課題
1）国の動向

同和問題とは、日本社会の歴史過程の中で形づくられた身分的差別によって、今なお、
生まれ育った地域によって不当に差別され、基本的人権が侵害されることがあるという、
重大な人権問題です。
1965 年（昭和 40 年）に出された国の同和対策審議会の答申では、「同和問題の早急な

解決こそ国の責務であり、同時に国民的課題である。」と位置づけ、「同和対策は、生活環
境の改善、社会福祉の充実、産業職業の安定、教育文化の向上及び基本的人権の擁護等を
内容とする総合対策として実施されなければならない。」としています。
この答申を踏まえ、同和対策の早期解決に向けて、1969 年（昭和 44 年）に「同和対策
事業特別措置法」が制定され、その後も 2度にわたって施行されてきた立法措置や法改正
により、33 年間生活環境の改善や啓発活動等の諸施策が国・県・関係市町村が一体とな
って実施されてきました。
この取り組みにより生活環境の改善や公共施設の整備など物的な基盤整備は急速に進展
し、実態的な差別解消に向けた取り組みとして、大きな成果をあげることができました。
こうした中、1996 年（平成 8年）に出された国の地域改善対策審議会の意見具申では、「特
別対策は、事業の実態の緊急性等に応じて講じられるものであり、状況が整えばできる限
り早期に一般対策へ移行することになる。一方、教育、就労、産業等の面でなお存在して
いる較差を解消することは困難とみられ、ある程度の時間をかけて粘り強く較差解消に努
めるべきである。」、また、「一般対策への移行が、同和問題の早期解決を目指す取り組み
の放棄を意味するものでないことは言うまでもない。移行後は、従来にも増して、行政が
基本的人権の尊重という目標をしっかり見据え、真摯に施策を実施していく主体的な姿勢
が求められる。」とも述べています。

2）県の取り組み

県においては、同和対策審議会答申を指針として、1962 年（昭和 37 年）に設置した岐
阜県地方改善促進審議会等の意見を聞きながら、総合的に同和対策を推進してきました。
特に、1969 年（昭和 44 年）の審議会答申を受け、翌年に「岐阜県同和対策事業長期基

本計画」を策定してからは、より積極的な同和問題解決のための取り組みを進めてきまし
た。その結果、生活環境の整備が進み、いわゆる実態的差別の改善はほぼ終了しました。
2002 年（平成 14 年）3月に、同和対策事業を特別対策として位置づけていた法律が失

効しましたが、法失効の前年 12 月に岐阜県地方改善促進審議会から、「岐阜県における今
後の同和行政のあり方について」の答申がなされ、「施策の策定にあたっては、同和問題
の解決に真に資するものであるかどうかを基準にして、残された課題を解決していく」こ
とや、「同和問題を人権教育・啓発の一環として位置づける」ことなどが提言され、この
答申に沿った取り組みを積極的に進めてきました。
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しかしながら、「人権に関する県民意識調査」の結果に見られるように、結婚における
偏見・差別など、心理的な差別が依然として残っているのが現状です。また、近年は、匿
名性を悪用したインターネットなどによる差別助長的な情報の書き込み・流布や、企業に
おける不適正な採用選考、個人情報を不正に取得しようといった問題も起きています。
今後も、この答申に沿い、生活環境の改善等のための一般施策の活用による取り組みを
進めるとともに、県民一人ひとりが同和問題に対し正しい理解と認識を深め、同和問題解
決への主体的な取り組みを促進するなど、一層の効果的な人権教育・人権啓発活動を推進
することが必要です。

（２）施策の方向
1）教育・啓発の推進

同和問題を人権教育・人権啓発の一環と捉え、人権問題が「人間の問題」として、県民
一人ひとりの心に「響き合い、重なり合う」ような人権教育・人権啓発の推進に取り組ん
できました。
今後も同和問題に対する正しい理解と認識が、県民の心に十分に行き届くよう、県民に
寄り添い、わかりやすい言葉で語りかける研修会や講演会の開催、各種広報などを通じて
教育・啓発に取り組みます。
学校では、県内公立幼稚園、小学校・中学校、高等学校、特別支援学校が人権週間中に
取り組む「ひびきあいの日」などの活動を通して行動力の育成を一層充実することで、人
権問題に対する実践的態度の育成を図り、人権感覚を高めます。また、教職員の人権尊重
の理念についての認識が十分に深まるよう、具体的な事例を通した研修の実施や、指導資
料の作成に努めます。

2）えせ同和行為※の根絶

同和問題を口実に、高額な図書の購入や公共事業に介入するなど不当な要求を行う「え
せ同和行為」は、同和問題に対する誤った意識を植え付けるだけでなく、同和問題の解決
を阻害する大きな要因となっています。
えせ同和行為について、情報の提供や相談体制の強化により、同和問題に対する正しい
理解と認識を深め、被害を未然に防ぐよう関係機関等との連携に努めます。

3）隣保館活動等の促進

県では、同和地区とその周辺地域の中で、隣保館とともに啓発活動や相談活動、教養文
化、交流活動を通じて、同和地区住民の社会的、経済的、文化的向上と同和問題の解決に
向け、取り組んできました。
今後も、隣保館が地域における福祉の向上や人権啓発の拠点となるコミュニティセンタ
ーとして、同和地区内外の人たちが交流を深められる事業の実施など、多様な機能が発揮
できるよう支援をします。
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4）公正な採用選考について

企業における人材の採用選考にあたっては、人権に配慮し、応募者の適性・能力のみに
よって採用・不採用を決める公正な採用選考システムの確立が望まれます。
県では、企業における人事担当者等を対象に研修会などを開催し、差別や偏見のない公
正な採用や選考、人事管理などについて啓発を推進します。

■　自分の子どもが同和地区出身の人と結婚すると知ったときの対応
Q　あなたのお子さんが（いらっしゃらない場合は、いると仮定してお考えください）、同和地区出身の

人と結婚するとしたら、あなたはどうしますか。
あなたの気持ちにいちばん近いものを次の中から1つだけ選んで○をつけてください。

■　同和問題についての考え
Q　同和問題について、あなたはどう考えますか。

あなたの考え方にいちばん近いものを次の中から1つだけ選んで○をつけてください。

０％ 20％10％ 40％30％

24年度（n＝1,065）
19年度（n＝1,168）

3.4%

29.7%

5.7%

7.5%

5.0%

8.2%

25.8%

25.3%

31.8%

21.8%

1.6%

2.7%

31.5%

無回答

その他

わからない

自分は反対であり、
絶対に認めない

家族・親戚などの反対
があれば、認めない

自分としてはこだわりがあるが、
子どもの意志を尊重して認める

同和地区の人であるかない
かは関係なく、祝福する

０％ 20％10％ 40％30％

24年度（n＝1,065）
19年度（n＝1,168）

3.6%

29.2%

11.1%

26.9%

7.7%

25.9%

10.3%

26.1%

6.2%

22.1%

1.7%

20.4%

2.0%

3.2%

3.7%

無回答

その他

わからない

特に関心はない

あまりさわがず
そっとしておけばよい

同和地区の人々の問題
であり、自分には関係ない

人間の自由や平等に関する問題
なので、解決のために努力したい

とても難しい問題なので、
できるだけ避けていきたい

30

人権施策推進指針_H24.indd   30 2013/04/26   15:21:02



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


